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消滅可能性都市とは、2010年から
2040年にかけて20～39歳の若年女
性人口が5割以下に減少すると予想
される自治体のことだよ
全国の市町村1799のうち896もの市
町村が該当しているんだ！

消滅可能性都市って何？

A.消滅可能性都市が関わっているから

現状 Qなぜ女性人口か

埼玉県の消滅可能性都市
北本市、行田市、秩父市、飯能市、三郷市、幸手市の６つ



さいたま市（都心部）：2020年以降の推計値にて、
人口が緩やかに減少
秩父市などの地方部： 2020年以降の推計値にて、
人口が急速に減少

都心部・地方部ともに高齢者の数が増え若年層の
人数が低下したことによる高齢化、また、地方部
において20〜39歳の若年女性の減少が推測され、
出生率の低下などから地方部の消滅可能性都市へ
前進

人口推移、人口ピラミッドの分析

分析・課題

人口推移 人口ピラミッド

人口減少、高齢化が問題
特に消滅可能性都市に該当して
しまっている市町村が課題



②利用目的
・ワーケーション
→ストレス軽減・生産性の向上
・豊かな自然→新たなビジネスアイデア
・ロングステイ→ライフスタイルの変化

観光と移住の間

施策：秩父市

LAC（Living Anywhere Commons）横瀬

LACって何？

③多様な交流 （area898）
宿泊者が企画したイベンや地元の野菜を
使った食事によって
→宿泊者同士や地域住民との交流が可能

利用者：7割が20～30代

①コワーキングスペースを備えた
コミュニティ型宿泊施設

ワーケーション×コミュニティ×宿泊

JAの代わりとして
秩父市横瀬町の中心地作り
を期待されているんだよ



Area898

利用目的
作業・仕事面
・WIFI、コンセント完備のコワーキングスペースでの仕事や勉強
・打ち合わせスペースでの会議、会合

交流面
・ランチタイムはお弁当を持ち寄って交流
・貸切にしてセミナー・講演会や音楽ライブもできる

Area898とは?
・横瀬町民による横瀬に関わる人
たちのためのコミュニティ・イベ
ントスペース
・町民と町外の人が交わる役場を
目指して名付けられた

Area898 がLACの隣に
あることで、容易に地
元住民との交流をする
ことができるんだね



埼玉県のメリット
LAC:企業と提携
隣に公共が運営する「Area898」
→官民連携

課題：LACだけでは20～39歳女性の人口増加に直接つ
ながらない

LAC：効果
・遊休資産の再利用
→空き家の減少

秩父市：埼玉県内 空き家率2位
（17.4％）

・全国約50カ所あるLAC拠点の人気投票の結果→横瀬町が1位

・SUUMOリサーチセンターの調査
→横瀬町が、住み続けたい町2年連続埼玉県4位



施策：秩父モデル
LAC

多様な人・企業

コミュニティ

形成

行政：Area898

子育てしやす

い街へ

定住化へ

→女性人口

割合増加

移住につなげるための施策

人と企業を惹きつける施策

消滅可能性
都市脱却！



豊島区
→東京都唯一の消滅可能性都市！？

2040年までに若年女性人口が50.8％減少
すると指摘

女性・子育て支援を行い、消滅可能性都
市から脱却
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2017年〜（2019年を除く）
待機児童ゼロ達成

私立認可保育園の誘致
2014年➡2020年
14園 → 65園 4.6倍に

としまF1会議
20~34歳の女性を公募で集め、施策
を提案
➡公園施設の整備、広報誌の発行

施策：豊島区
何を達成したの？

豊島区より集計



高齢化への対応
「総合高齢社会プロジェクト」の推進 3本の柱
「社会的孤立ゼロ」 「100歳健康」 「一人暮らしでも安心」

② 100歳健康
・要介護状態一歩手前の「フ
レイル（虚弱）」を予防する
取組

・医療専門団体と強固に連携
し、「オールとしま」の健康
増進体制
→健康まちづくりを推進

③一人暮らしでも安心
・高齢者の民間賃貸住宅への
入居を促進
→見守りや死後の家財整理な
どの入居支援をパッケージ化

・葬祭事業者などと連携して
「終活」を支援
→一人暮らしでも安心して暮
らせるまちを実現

①社会的孤立ゼロ
・パワーアシストスーツの活用
→高齢者の就労窓口を広げる

・おとな食堂など地域交流の場
の創出や、効果的な情報発信



消滅可能性都市からの脱却

地方：消滅可能性都市
女性人口減少 高齢化

秩父:LAC 子育て支援、高齢化政策

消滅可能性都市脱却モデル

ワーケーション×コミュニティ×宿泊 女性・子供が暮らしやすいまちづくり

人口流入＋定住



課題

子育て支援

・政府がLACへの公園（球技ができる、フォレ
ストアドベンチャーができる）と保育園併設の
補助
→LACが運営

・体験型住宅の建設
→秩父での暮らしを体験してもらう

高齢化政策

・LACやarea898の施設を利用して高齢者が地
域交流できる場を作る

・フレイル予防として、高齢者と子供が触れあ
うイベントの開催

予算の規模が異なるため
秩父市で実現できないの
では？

政府からの補助金で賄う

消滅可能性都市脱却モデル

・体験型住宅などを用い
て実感してもらう
・LACの提携企業から
知ってもらう政策全体（LACなど）や女性

に住みやすい街であるという
こと）の認知度が低い

解決案



20～39歳の若年女性
が暮らしやすい政策
をたて、人を呼び込
みむことで、消滅可
能性都市の脱却を図
れるのではないか

また、高齢者の暮ら
しやすい街づくりを
行うことで、若年層
の負担を軽減するこ

とができる

予測
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ご静聴ありがとうございました！


